
（3）国際的な労働移動と人材確保

●我が国への外国人労働者の流入は多くないが、高学歴者の比率が高い

最近の国際的労働移動の動きを見ると、人口に対して高い値を示しているのはイタリア、ア
メリカ、スイスといった諸国である（第1－3－13図（1））。こうした中、我が国への流入水
準は、英国と同程度で推移しており、高水準とはいえず、以前よりも減少している。特徴的な
点は、外国人労働者に占める大卒以上の割合が高いところである。第一位はカナダの約3割だ
が、我が国においても2割を超えている（第1－3－13図（2））。

●高度人材を選別的に受け入れる外国人労働者政策の国が増加

我が国をはじめ、こうした高学歴な人材が流入する／させる背景には、従前にも増して拡大
する企業活動のクロスボーダー化に伴う人事異動もあれば、専門的労働者に対する特定需要と
いったこともある。主要OECD諸国では、移動制限型の入国管理が採用されているが、高度
人材については積極的に受け入れている（第1－3－14表）。貿易や投資と比べると、労働移
動の自由化については慎重な検討が必要であるが、「高度人材」や「グローバル人材」という

第1－3－13図　国際労働移動の現状

（備考）１．OECD.statにより作成。
２．（1）は流入する外国人総数、（2）は外国人労働者について試算。

我が国への外国人流入は多くはないが、高学歴者の比率は大きい
（1）外国人流入の水準
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限定された部分に関しては受入れを拡大すべきだという考え方が取られるようになっている。
「日本再生の基本戦略」（2011年12月24日閣議決定）においても、ポイント制の早期実施によ
る高度人材の受け入れ推進が当面、重点的に取り組む主な施策とされていたが、2012年5月7
日より施行されている。

●我が国への留学生数は増加しているが、国内就職でとどまる者は伸び悩み

しかしながら、世界各国が生産性の高い労働者を受け入れようとする中にあって、優秀な人
材を我が国に向かわせることは容易ではない。仕事の有無だけでなく、様々な社会インフラや
生活環境、そして家族を伴うとすれば、さらに広い行政サービスや社会の質が問われてくる。

第1－3－14表　労働移動の制限方法

高度人材を積極的に受け入れる政策を各国が展開
国 概要 制度内容

英国

【ポイント制】
5つの区分を設け、年齢、過去の収入、資格
等による客観的かつ明白な基準に基づきポイ
ントを計算し、条件を充足していることを確
認したうえで申請を行う。
この制度により、申請手続きの効率化、明確
化を図り、高度技術移民を選別しやすくする
とともに、在留管理強化による不法滞在の減
少等を図っている。

以下の分野別に分けて付与。第1層と2層は5年後の就労
後は定住権申請が可能であるが、3層以下は査証が切れた
時点で出国しなければならないなど、高度人材を積極的に
受け入れる仕組みになっている。
①第1層（高度技能移民）（投資家、起業家等）
②第2層（技能労働者）（企業内転勤、スポーツ選手等）
③第3層（低技能労働者）
④第4層（学生）
⑤第5層（青少年交流、一時的労働者）

アメリカ 外国人受入制度は、移民及び非移民に大別さ
れる。ビザシステムによる統一的一元管理。

①移民ビザ
卓越技能者（ノーベル賞等）、知的労働者、専門職・熟練
労働者（二年の熟練経験、大卒以上等）、特別移民、投資
家、の優先順位で与えられる。
②非移民ビザ
専門的技術的分野（学士以上、65000人の受入枠）、専門
的技術的分野以外（一時労働者）

ドイツ

【滞在法】
滞在のためには、「滞在資格」を得る必要。
「滞在資格」には、「滞在許可」（期間の定め
あり）及び「定住許可」（期間の定めなし）
がある。

以下の分野別に分けて付与。
①専門的・技術的分野（高度専門技術保有者、研究者、自
営業者）
②熟練分野（専門料理人、大学卒業資格、企業の幹部や専
門技術労働者等）
③非熟練分野（季節労働者等）
④難民等

韓国
専門的・技術的外国人労働者受入制度、雇用
許可制度、内航船員就業制度の3制度に分
類。

専門的・技術的外国人労働者受入制度では、高度熟練労働
者や研究者には特恵を付与。
雇用許可制は、300人未満の事業所が国内で労働者を見つ
けられない場合に3年を限度で雇用労働部からの許可によ
り外国人労働者を雇用することができる制度。

日本

出入国管理及び難民認定法に基づく在留資格
制度。
2012年5月7日からは高度人材に対するポ
イント制を開始した。

在留目的に応じて30種類の在留資格に区分。
ポイント制においては、高度人材の活動内容を、①学術研
究活動（基礎研究や最先端技術の研究を行う研究者）、②
高度専門・技術活動（専門的な技術・知識等を活かして新
たな市場の獲得や新たな製品・技術開発等を担う者）、③
経営・管理活動（我が国企業のグローバルな事業展開等の
ため、豊富な実務経験等を活かして企業の経営・管理に従
事する者）に分類し、「学歴」「職歴」「年収」などの項目ご
とにポイントを設け、ポイントの合計が一定点数以上に達
した場合、出入国管理上の優遇措置（5年の在留許可、配
偶者就労、親の帯同、手続の優先処理等）を与える。

（備考）厚生労働省「世界の厚生労働2010」、法務省資料、厚生労働省資料により作成。
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もっとも、こうした点への対応は重要であるが、より確実に我が国での就労者を確保するので
あれば、留学生の国内就業・就職を広げることが効果的である。国内で就職する留学生は7,000
人弱、就職する学生全体に占める割合は1.5％程度に過ぎないが、大学院等への国内進学者数
は1.2万人以上であり、彼らを惹きつけることが出来れば、高齢化が進んだ我が国の社会に
とって一助となることが期待される（第1－3－15図）。

第1－3－15図　留学生と国内就職

（備考）１．（独）日本学生支援機構「留学生調査」、文部科学省「学校基本調査」により作成。
２．学生数や留学生数は、大学、大学院、短大、高専の学生数・留学生数を合計したもの。
３．留学生数は、各年度5月1日時点のもの。

我が国への留学生は増加傾向だが、国内に就職する人数は減少
（1）留学生の進路先

（2）学生に占める留学生の割合の推移
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（4）グローバル経済におけるリスク

貿易や投資の自由化を進めた結果、世界経済の相互依存度は高まることになるが、国際分業
に伴う特定財の生産への集中が進むにつれ、輸出入両面において変動が高まっている。我が国
はこの特化の利益を梃子に成長してきたが、それ故に度々のリスクに直面している。

●原油や商品価格は時として急変動

70年代のオイルショックまで遡ればもちろん、90年以降の原油や商品の価格動向を振り返
るだけでも、大きな変動は容易に見つかる（第1－3－16図（1）及び（3））。特に、2008年後
半に生じたリーマンショック前後の変動は、歴史的に特異な大きさであった。相対的な変動の
大きさを示すために作成した指数を用いると、その大きさはより鮮明になる（第1－3－16図
（2）及び（4））。この20年の間に生じた大きな変化時点（上位5回）を取り出すと、湾岸戦争
等といった地域紛争による供給途絶不安や気候変動に伴う供給量変化、また、新興国の発展に
伴う需要増、そして、金融緩和に伴う投機的価格変動、といったことが見られる（第1－3－
17図）。

●主要輸入商品は地理的に集中

こうした原油や商品の価格変動については、当該財の生産や輸入に集中が見られることもリ
スクを増幅する原因となる。原油の場合、総生産量の4割程度がOPEC諸国に集中し、その8
割弱がペルシャ湾岸諸国に集中しているものの、多くの国で生産がなされていることから世界
全体の集中度は低くなっている。我が国の輸入については、90年以降、若干ではあるが上昇
傾向となっている（第1－3－18図（1））。天然ガスについては、90年と比べた場合には輸入
の集中度は半減している（第1－3－18図（2））。また、穀物については、生産の集中程度は
原油より高く、また、輸入の我が国への集中度はより高い（第1－3－18図（3）及び（4））。
こうした生産や輸入の集中が生じた背景には、自然環境に加え、国際貿易における生産分業
（特化）の利益を得ようとする結果という面もある。すなわち、我が国が自動車や電機製品等
工業製品の輸出に特化する代わりに、農産物等は輸入に特化するという関係である。

●要因に応じたリスク軽減に加え、システム安定化も重要

輸入先の分散が一層可能であれば、例えば、気候変動や地域紛争から生じるリスクを抑える
ことは可能であろう。また、価格変動が新興国の成長に伴う原油や穀物の需要増による場合
は、それに呼応した新たな投資を呼び込むきっかけとなり、供給の増加によって解決されるべ
きものである。他方、投機的な資金の流入に伴う商品価格等の急変動は、当該財の需給面とは
直接関係のないものである。こうした投機の拡大については、世界的な金融緩和の副作用の結

第3節　持続的成長への課題

115

第
1
章



第1－3－16図　原油と商品価格の推移と変動

（1）原油価格の推移

（2）原油価格の変動

（3）商品価格の推移

（4）商品価格の変動

（備考）１．Bloombergにより作成。
２．相対変動係数＝標準偏差（t～ t－12、12か月）／値t
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果として指摘されることもあり、円滑過ぎる金融市場の反応が粘着的な財・サービス市場の
ファンダメンタルズからかい離する場合には、個別市場におけるミクロ的な対応（証拠金や預
託金の引上げ等売買ルールの調整によるレバレッジ引下げや売買方法と手数料をリンクさせた
取引費用の引上げ）が有効であろう。
以上のような個別要因への対処に加え、自由貿易体制の維持に積極的な関与をしていくこと
も必要である。特に、供給面に生じるリスクの例である地域紛争とそれに伴う貿易の途絶と
いった事態は、極めて大きな経済的損失をもたらすものであり、国民経済の維持安定という観
点から、国際的な枠組みも積極的に利用しつつ、我が国としての対応を検討する必要があろ
う。

 3  電力供給制約の克服

大震災後に顕在化した電力供給制約は、現在の経済活動に対する制約という面だけでなく、
我が国の中長期的なエネルギー供給の在り方について問いかけるものとなった。政府としては、
「エネルギー・環境会議」において将来像を示すこととしているが、以下では電力供給を巡る
需給両面の動きを振り返り、電力需給の安定の確保に向けた取組の評価について検討する。

（1）電力の供給制約とコスト動向

●電力需給のひっ迫による節電対策を実施

2011年3月の大震災以降、発電所が被災したり、原子力発電所が順次停止するなどしたため、
複数の電力管内で電力需給がひっ迫する見通しとなった。これらの電力管内では、需要家によ
るピーク時間帯の電力需要の抑制や電力会社による供給力の確保の両面から、電力需給の安定
の確保に向けた取組が実施された。節電を要請した時点での電力需給の見通し（予備率の見通

第1－3－17図　原油・商品価格の変動の背景

価格急変動は、地政学的要因や気候変動要因、金融緩和に伴う投機的要因などが背景
原油価格 商品価格

1990年8月～12月 湾岸戦争 2004年2月～5月 中国における素材需要の急増
1999年4月～12月 アジア通貨危機後の回復を背景と

したアジア諸国の石油需要増
2006年1月～5月

2002年4月～5月 9.11テロ後のアメリカ経済弱含み
からの回復

2008年4月～5月 原油、非鉄金属類をはじめとする
世界的な資源価格の上昇

2008年5月～7月 サブプライムローン問題に起因す
る投機資金の流入

2009年7月～10月

2009年5月～9月 リーマンショック後の景気回復期
待からの投機資金の流入

2011年1月～4月 オーストラリアの洪水の影響

（備考）報道等各種資料により作成。
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